
 

 

Media Composer v2020.12の新機能 

以下の機能が追加されました。 

新機能 

 Alpha Matte のトランスコード 

 H.265サポート 

 シークエンス間で異なるメディアのみをエクスポート 

 Avid Titler+ アップデート 

 ビンコンテナサイドバーの開いているビンへアイテムをドラッグ 

 ビンファストメニューをボタンにマッピング 

 フローティングパネルウインドウ 

 Interface 設定アップデート 

 ユーザープロファイルの検索 

 PhrseFind と ScriptSync の追加言語 

 MOV、MP4、OpenEXRのエクスポート時のカラースペース設定 

 MOV、MP4 のエクスポート時の AACオーディオフォーマットサポート 

 オーディオミキサーアップデート 

 ACES 追加サポート 

 

Alpha Matteのトランスコード 

これまでのバージョンでは、リンクされた Alpha Matte のコンソリデート/トランスコード

はサポートされていませんでした。Media Composer v2020.12では、通常のタイトルやイン

ポートされた Alpha Matteと同様、リンクされた Alpha Matteクリップでもコンソリデート/

トランスコードできます。 

レガシータイトルの Crawl/Rollタイトルはコンソリデート/トランスコードできません。 

 

H.265サポート 

H.265メディアのリンク、再生、エクスポートをサポートしました。 

H.265メディアにリンクするには： 



1. [ファイル] > [入力] > [ソースブラウザ] を選択します。 

ソースブラウザウィンドウが開きます。 

2. 左下の [リンク] ボタンを選択します。 

3. リンクしたい H.265ファイルがある場所へ移動します。Ctrl+クリック または Shift+ク

リックで複数のファイルを選択できます。 

4. クリップをビンにドラッグするか、右下の [保存先ビン] でリンクを保存するビンを選

択します。 

ソースブラウザウインドウでファイルを選択し、右クリック > [ビンに追加…] でもリン

クできます。 

5. リンクされたクリップを使って、シークエンスを編集します。 

 

シークエンスやマスタークリップを H.265でエクスポートするには： 

1. エクスポートしたいシークエンスまたはマスタークリップを選択します。 

2. [ファイル] > [出力] > [ファイルにエクスポート…] または シークエンスを右クリック > 

[アウトプット] > [ファイルにエクスポート…] を選択します。 

3. ファイル名を入力します。 

4. ファイルを保存したい場所を設定します。 

5. [Options…] をクリックします。 

エクスポート形式ウインドウが開きます。 



 

6. エクスポート形式として [MOV] または [MP4] を選択します。 

7. [コーデックファミリー] で [HEVC] (High Efficiency Video Coding：別名 H.265) を選択

します。 

8. 以下から選択します。 



オプション 内容 

コーデックファミリー H.265でエクスポートするときは、HEVC を選

択します。 

Compression H.265/HEVC Main Profile または H.265/HEVC Main 10 

Profile の2つの選択肢から選択します。[Main] 

は Rec.709 8bit、[Main 10] は Rec.2020 10bit を

サポートします。 

Color Depth 上記 Compression の設定によって変わります。 

Tier サポートされる最高ビットレートに関連しま

す。この設定を変更することで、ターゲットビ

ットレートと最高ビットレートの範囲を変更で

きます (Target Bit Rateスライダーの選択範囲が

広がります)。[Main] または [High] から選択し

ます。 

品質 [Fastest] [Fast] [Better] [Best] から選択します。

画質を上げるほど処理速度が遅くなります。画

質を下げれば処理速度が早くなります。 

Encode Mode [Constant Bit Rate] または [Variable Bite Rate 

Single Pass] から選択します。作品をストリー

ムする予定のときは、Constant を選ぶのが普通

です。ダウンロードして処理速度が異なるデバ

イス間で再生する予定があるときは Variable を

選択します。 

Target Bit Rate ターゲットビットレートを設定します。 

Video Levels [Keep as Legal Range] または [Scale from Legal to 

Full Range] から選択します。 

 

9. その他の設定を確認して設定します。 

10. [保存] をクリックします。 

指定した場所にファイルがエクスポートされます。 

 

シークエンス間で異なるメディアのみをエクスポート 

2 つのシークエンスを比較し、両者間で異なっているメディアだけをエクスポートすること

ができます。このオプションは、AAFエクスポート時に [すべてのメディアをコピー] を選

択したときにのみ有効です。 



 

 

シークエンス間で異なるメディアのみをエクスポートするには： 

1. エクスポートしたいシークエンスを右クリックします。 

2. [アウトプット] > [ファイルにエクスポート…] を選択します。 

3. エクスポートウインドウで [Options…]を選択します。 

4. [エクスポート形式] として AAFを選択します。[エクスポート方法] として [すべての

メディアをコピー] が選択されていることを確認してください。（このオプションの詳

細については、Help メニューの “Export Settings: AAF” をご参照ください） 

5. ビデオ、オーディオ、または両方の [Ask to Exclude Media from a Previous Sequence] オ

プションを選択します。 

6. [保存] をクリックします。 

7. ファイルを保存したい場所を選択します。 

8. [保存] をクリックします。 

9. [Exclude Media Referenced from Sequence] プルダウンメニューから、比較対象としたい

シークエンスを選択します。 

 

10. [OK] をクリックします。 

Media Composerは最初のシークエンスに含まれていないクリップのみをエクスポート

します。 

 

Avid Tiler+アップデート 

Avid Titler+ にいくつものアップデートが加えられました。ショートカットが追加されまし

た。テキストモード、移動モードが追加され、テキストやオブジェクトの移動がよりやり



やすくなりました。さらに、縦書きがサポートされました。 

 

ショートカットの追加 

以下のショートカットが追加されました。 

 Ctrl+B、Ctrl+U、Ctrl+I：太字、アンダーライン、斜体を選択します（フォントがサポ

ートしている場合のみ） 

レイヤーが選択されているときは： 

 Ctrl+G、Ctrl+U：グループ、グループ解除の選択 

 Ctrl+Shift+L、Ctrl+Shift+E、Ctrl+Shift+R：左、中央、右揃え 

 Ctrl+Shift+C：中央に設定（X,Y） 

 

テキストモード 

テキストモードでは、画面上のどこにでもテキストレイヤーを作成し、文字をタイプでき

ます。すでに作成したテキストレイヤーを編集することも可能です。テキストモードに入

るには、何もないエリアをダブルクリックするか、T ボタンをクリックします。 

テキストモードから出るには： 

 ESC キーを押します 

 何もないエリアをクリックします 

 テキストボタンをオフにします 

 別のモードに入ります 

何もないエリアをクリックした後、何も文字を入力しなかったときは、テキストモードを

終了すると空のレイヤーは削除されます。 

 

移動モード 

移動モードでは、テキストそのものを変更する恐れなく、オブジェクトやテキストの位置

や属性を変更できます。移動モードに入るには、テキストのどこかをクリックすると、文

字の周りにバウンディングボックスが表示されます。ここで色やシャドーなどの属性を変

更すると、ボックス内のすべての文字に変更が適用されます。 

テキストをダブルクリックすると、テキストモードに入ります。 

 

縦書き 

縦書きをサポートしました。 



 

垂直方向の位置合わせ 

垂直方向の位置合わせボタンが追加されました。 

 

テキストを垂直方向に位置合わせするには： 

 トップボタンをクリックすると、画面上端に合わせます 

 センターボタンをクリックすると、画面中央に合わせます 

 ボトムボタンをクリックすると、画面下端に合わせます 

ロール/クロールのスクロールバー 

ロール/クロールの編集中に、その操作をよりスムースにするための新しいスクロールバー

が追加されました。 

 

 

[Effect] タブのプルダウンメニューから Roll または Crawl を選択し、[Edit Mode] を選択する

と、ビューワー上にスクロールバーが表示されます。ロールのときは画面右端に、スクロ

ールのときは画面上部に表示されます。これにより、ロール/スクロールの設定がよりわか

りやすくなります。 

 



ビンコンテナサイドバーの開いているビンへアイテムをドラッグ 

ビンコンテナサイドバーへビンのアイテムを直接ドラッグすることができます。 

ビンコンテナサイドバーの開いているビンへアイテムをドラッグするには： 

1. 別のビンへ移動したいアイテムを選択します。 

2. ビンコンテナサイドバーの開いているビンに向かってドラッグします。ドラッグ中に

は、移動しているアイテムの数が表示されます。 

アイテムをドロップすると、アイテムが移動します。 

 

ビンファストメニューをボタンにマッピング 

ビンファストメニューがキーにマッピングできます。詳細は Help メニューの “Mapping Bin 

Fast Menu Commands” をご参照ください。 

ビンメニューはキーにマッピングすることを想定しています。使用するときはビンを選択し

てから使用してください。ビンファストメニューコマンドをツールパレットにマッピングし

ないでください。 

 

フローティングパネルウインドウ 

フローティングウインドウでパネル化できます。 

 

 

最小サイズになるツールもあります。この場合必要に応じてサイズを変更してください。 

 

Interface設定アップデート 

Interface 設定に、新しい Brightness スライダーが 2つ追加されました。ビンのアイコンと文

字の明るさを調整するスライダーと、ビン選択時のハイライトの明るさを調整するスライ

ダーです。 



 

インターフェースの明るさの調整 

インターフェースの明度の調整に、「より暗い」オプションが追加されました。インター

フェースの明度を調整するには、[ファイル] メニュー > [設定] > [User] タブ > [Interface] 設

定を開き、[全般]タブをクリックしてください。 

 

ソース/レコードモニターの背景色 

ソース/レコードモニターの背景色を自由に設定できるようになりました。 

1. [ファイル] メニュー > [設定] を選択します。 

2. [Interface] 設定をダブルクリックします。 

3. [タイムラインとビューアー] タブをクリックします。 

4. [Use custom viewer background] をチェックして有効にします。カラーパレットをクリッ

クし、希望の色を選択してから [OK] をクリックします。[適用] をクリックします。 

ソース/レコードモニターの背景色が指定した色に変更されます。 



 

スキンとのブレンドモード 

カスタムカラーと現在のスキンで設定されている色とをブレンドします。 

 

 これを選択すると、現在のスキンで選択されている色とカスタムカラーで設定した色

とがブレンドされ、色がソフトになります。 

 選択していないと、カスタムカラーで設定した色がそのまま表示されます。 

ビンコンテナサイドバーの変更 

ビンコンテナサイドバーに以下の変更がされました。 

 ビンカラーカラム：ビンの背景色を表示するカラムが追加されました。カラーカラム

を表示するには、少なくとも一度ビンを開き、背景色を設定してください。 

 ビンをソート：サイドバー内でビンをソートできます。 



 

 

ユーザープロファイルの検索 

[Reveal User Profile] メニューから、Windows または macOSのユーザープロファイルフォル

ダーを検索できます。 

ユーザープロファイルを検索するには： 

1. 以下のどれかを実行します： 

 [ファイル] メニュー > [設定] を選択し、[User] タブをクリックします。[ユーザー設

定] プルダウンメニューから [Reveal User Profile] を選択します。 

 

 [プロジェクトを選択] 画面から [ユーザー設定] プルダウンメニューを開き、 

[Reveal User Profile] を選択します。 

 

システムがすべてのアクセス可能なドライブを検索し、Windows Explorerまたはフォ



ルダー（Macintosh）の中のユーザープロファイルをハイライト表示します。 

 

PhraseFindと ScriptSyncの追加言語 

PhraseFind と ScriptSync に以下の言語が追加されました。 

 オランダ語 

 インドネシア語 

 スウェーデン語 

 タガログ語 

Media Composerは初回インストール時に英語のランゲージパックを同時にインストールし

ます。追加言語をインストールするには、ご自身の Avid マスターアカウントから必要なラ

ンゲージパックをダウンロードしてください。 

 

MOV、MP4、OpenEXRのエクスポート時のカラースペース設定 

MOV、MP4、OpenEXR4エクスポート時に、カラースペースを設定できます。 

 

リーガルレンジ – フルレンジのカラースケーリングも可能です。 

 

MOV、MP4、OpenEXRのエクスポート時の AACオーディオフォーマット 

サポート 

MOV、MP4 エクスポート時に、オーディオのオプションとして AAC (Advanced Audio 

Coding) を選択できます。 



 

 

オーディオミキサーアップデート 

ウインドウの幅にしたがって、フェーダーの表示がダイナミックに変更されるようになり

ました。 

オーディオミキサーファストメニューから、表示させたいアイテムを選択できます。例え

ばソロ/ミュートボタンを非表示にすると、ソロ/ミュートボタンがウインドウ上に表示され

なくなります。 



 

オーディオミキサーファストメニューから [Display Visibility Priority] を選択すると、

Dynamic Visibility が有効なときに、ウインドウサイズを変更した際のツール表示の優先順

位を設定できます。 

 

ファストメニューのコマンドはキーボードにマッピングできます。また、別のトラックに

設定したエフェクトを別のトラックにコピー/ペースト/移動することもできます。ミキサー

ウインドウのサイズを小さくすると、マスターフェーダーは右端に固定され、その他のフ

ェーダーを表示するためのスクロールバーが現れます。 



 

オーディオミキサーツールにスクロールバーが表示されます。 

シークエンスのミックスフォーマットメニューも、マスターフェーダーの上部に固定表示

されます。 

 

ACES追加サポート 

CLF（Common LUT Format）ファイルのインポートをサポートしました。CLF ファイルは

適切なカラー変換を提供し、.cubeと同様の方法でインポートできます。 

CLFファイルをインポートするには： 

1. 以下のどれかを実行して、Color Management 設定を開きます： 

 [ファイル] メニュー > [設定] を選択し、[User] タブから [Color Management] をダブ

ルクリックします。 

 クリップを右クリックし、[ソース設定] を選択します。[カラーエンコーディング] 

タブをクリックし、[カラー管理設定...] をクリックします。 



 

2. [LUTファイルを選択] をクリックします。 

3. .clf ファイルがある場所を開きます。 

4. [開く] をクリックして.clfファイルをインポートします。必要なクリップに clf を適用

することができるようになります。 
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This product may include the JCifs library, for which the following notice applies: 

JCifs © Copyright 2004, The JCIFS Project, is licensed under LGPL (http://jcifs.samba.org/). See the LGPL.txt file in the Third Party 
Software directory on the installation CD. 

Avid Interplay contains components licensed from LavanTech. These components may only be used as part of and in connection with Avid 
Interplay. 

 

Attn. Government User(s). Restricted Rights Legend 

U.S. GOVERNMENT RESTRICTED RIGHTS. This Software and its documentation are “commercial computer software” or “commercial 
computer software documentation.” In the event that such Software or documentation is acquired by or on behalf of a unit or agency of the 
U.S. Government, all rights with respect to this Software and documentation are subject to the terms of the License Agreement, pursuant 
to FAR §12.212(a) and/or DFARS §227.7202-1(a), as applicable. 

 

Trademarks 

Avid, the Avid Logo, Avid Everywhere, Avid DNXHD, Avid DNXHR, Avid Nexis, AirSpeed, Eleven, EUCON, Interplay, iNEWS, ISIS, Mbox, 
MediaCentral, Media Composer, NewsCutter, Pro Tools, ProSet and RealSet, Maestro, PlayMaker, Sibelius, Symphony, and all related 
product names and logos, are registered or unregistered trademarks of Avid Technology, Inc. in the United States and/or other countries. 
The Interplay name is used with the permission of the Interplay Entertainment Corp. which bears no responsibility for Avid products. All 
other trademarks are the property of their respective owners. For a full list of Avid trademarks, see: http://www.avid.com/US/about-avid/ 
legal-notices/trademarks. 

Adobe and Photoshop are either registered trademarks or trademarks of Adobe Systems Incorporated in the United States and/or other 
countries. Apple and Macintosh are trademarks of Apple Computer, Inc., registered in the U.S. and other countries. Windows is either a 
registered trademark or trademark of Microsoft Corporation in the United States and/or other countries. All other trademarks contained 
herein are the property of their respective owners. 
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